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印
象
深
い
思
い
出

熊
谷
　
中
山
先
生
は
大
学
で
教
鞭

を
と
ら
れ
な
が
ら
、国
の
審
議
会
や

法
改
正
な
ど
で
非
常
に
多
く
の
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

中
山
　
東
大
で
知
的
財
産
法
の
初

代
助
教
授
に
な
り
ま
し
た
が
、先
人

が
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、全
て

自
分
で
切
り
開
か
ざ
る
を
得
ず
、そ

の
意
味
で
全
て
が
印
象
深
い
で
す
が
、

ま
ず『
特
許
法
』、『
著
作
権
法
』の
執

筆
を
は
じ
め
と
し
、『
注
解
特
許
法
』

の
編
集
な
ど
の
解
釈
論
を
中
心
に

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
本

は
継
続
が
重
要
で
す
の
で
、今
も
老

骨
に
鞭
打
っ
て
改
訂
を
続
け
て
お
り
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
の
施
策
へ
の
関
与
と
し
て
は
、

小
泉
総
理（
当
時
）の
下
に
設
置
さ
れ

た
知
的
財
産
戦
略
会
議
で
、平
成
14

年
に
起
草
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
知
的
財
産
戦
略
大
綱
を
ま
と
め
、

そ
の
後
10
年
間
に
わ
た
り
、引
き
続

き
行
わ
れ
た
知
的
財
産
戦
略
本
部

の
委
員
を
務
め
た
こ
と
が
印
象
深

い
で
す
ね
。
当
時
J
I
P
A
の
会
長

だ
っ
た
ホ
ン
ダ
の
吉
野
さ
ん
や
三
菱

電
機
の
野
間
口
さ
ん
と
本
部
会
議
や

調
査
会
な
ど
で
様
々
な
議
論
を
し
、

政
策
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
国
と
し
て

知
財
意
識
が
大
き
く
成
長
し
、日
本

が
知
財
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
姿
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
総
理
大
臣
が
施

政
方
針
演
説
で
知
財
戦
略
を
述
べ

た
の
は
日
本
の
憲
政
史
上
初
め
て
の

こ
と
で
す
し
、総
理
自
ら
本
部
長
に

な
っ
た
こ
と
で
も
全
体
の
士
気
が
上

が
り
ま
し
た
。

決
め
手
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

熊
谷　

グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
競
争
は

ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
ま
す
が
、こ

れ
か
ら
日
本
企
業
に
何
が
大
切
か
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

中
山　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
産

業
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、

将
来
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
る
か
、予

見
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
従
来
型
の
も

の
づ
く
り
だ
け
で
は
外
国
と
の
競

争
に
負
け
る
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、世
界
的
な
大
企
業
で
も
潰

れ
る
反
面
、ガ
レ
ー
ジ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
小
さ
い
企
業
が
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
を
席
巻
す
る
と
い
っ

た
、極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
代

交
代
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

教
科
書
に
書
い
て
な
い
こ
と
が
起

き
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
知
財
活
動

を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は

誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、言
え
る

の
は
知
識
だ
け
で
は
駄
目
で
応
用

力
が
相
当
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
応

用
力
と
い
う
点
で
は
法
改
正
も
同

様
で
、過
去
の
困
っ
た
こ
と
に
対
処

す
る
だ
け
で
な
く
、ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
と
な
る
か
将
来
を
想
定

し
た
検
討
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
今
後
の
決
め
手
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
世
界
の

大
企
業
に
な
っ
た
事
例
を
見
ま
す

と
、従
来
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ

う
な
想
定
外
の
こ
と
を
や
っ
て
い
ま

す
。
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
あ
れ
ば
日
本
企
業
も
戦
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
も
の
づ
く
り

の
優
秀
さ
よ
り
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
戦
略
を
取
り
入
れ
た
世
界
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
ル
ー
ル
を
作
っ
た
も
の

が
優
位
に
立
ち
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

ル
ー
ル
を
法
的
に
保
護
さ
れ
る
よ

う
に
も
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、優

位
性
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
ま
す
。

　
日
本
企
業
は
、き
ち
ん
と
し
す
ぎ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、知
財
活
動
で

も
グ
レ
ー
の
と
こ
ろ
に
は
あ
ま
り

手
を
出
し
ま
せ
ん
が
、私
は
グ
レ
ー

で
曖
昧
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
は
そ
の
典
型
例
で
し
ょ
う
。
日

本
企
業
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
へ
の
期
待

熊
谷
　
期
待
に
沿
う
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

J
I
P
A
が
今
後
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

中
山
　
時
代
は
激
し
い
変
化
の
渦

中
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
オ
ー

プ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
戦
略
が
間
違
い
な

く
重
要
に
な
り
ま
す
が
、特
に
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
な
ど
で
オ
ー

プ
ン
化
を
し
て
ゆ
く
に
は
多
く
の

企
業
と
連
携
す
る
こ
と
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
連
携
の
際
に
大
切

な
の
は
信
頼
関
係
で
す
。J
I
P
A

に
参
加
さ
れ
て
い
る
企
業
は
、こ
れ

ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
業
種
や
企

業
の
枠
を
超
え
て
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
ま
す
。
そ
の
信
頼
関
係
は
、

こ
れ
か
ら
の
産
業
競
争
に
お
い
て

益
々
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

J
I
P
A
の
会
員
は
、日
本
企
業
の

中
で
も
と
り
わ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業

競
争
に
参
加
し
、知
財
を
重
要
な
経

営
要
素
と
し
て
い
る
企
業
で
す
。
そ

う
し
た
企
業
の
知
財
関
係
者
は
企

業
戦
略
に
大
い
に
関
与
し
て
ほ
し
い
。

ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
は
、知
財
戦
略

が
企
業
戦
略
の
柱
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、日
本
で

は
J
I
P
A
を
通
じ
て
知
財
活
動
や

知
財
戦
略
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

よ
り
日
本
企
業
の
競
争
力
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

産業構造が大きく変化する時代
チャレンジ精神と応用力で
知財が企業戦略に積極的な関与を
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日
本
の
知
財
学
の
第
一
人
者
と
し
て
時
代
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
中
山
信
弘
氏
に
、熊
谷
副
理
事
長
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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創業精神
　カシオ計算機は四兄弟により1957年
に創業されました。次男の樫尾俊雄（故
人）元名誉会長は、生涯313件もの特許を
取得した発明家・開発者です。創業原点と
なった小型純電気計算機「カシオ14-Ａ」
を始めとして一般電卓「カシオミニ」、電子
腕時計「カシオトロン」、電子楽器「カシオ
トーン201」等、多くの発明を行い事業の
礎を築きました。世の中にないものを創造・
開発し、人々の生活を豊かにする。これが
わが社の企業理念である“創造 貢献”です。

G-SHOCKの開発
　70年代、機械式時計が主流であった時
計産業に革命を起こしたのがクォーツ時
計の発明です。時計業界はデジタル化が
進み、腕時計はより安く・薄い方向に進み
ました。その業界の流れに逆行して開発
されたのがG-SHOCKです。

　当時、時計は壊れやすいという常識を
覆し、「高さ10mから落としても壊れない、
水深10mでも壊れない、そして電池寿命
10年」という“トリプル10”の開発コンセ
プトの下、G-SHOCKは誕生しました。過
度とも言えるコンセプトが耐衝撃性能で
ある“中空構造”の開発に成功し、消費者に

“本物”として受け入れられ、90年代に有
名アーティストや映画俳優等が自ら好んで
着用したことからブランド認知が一気に高
まりました。

G-SHOCKの進化
　G-SHOCKはその後も、電波受信モ
ジュール、ソーラーバッテリー、小型モー
ター、GPS、Bluetooth機能の搭載によ
るスマートフォンとの連動等、飽くなき挑
戦を続け、より精度の高い時計へと進化し、
お客様に価値の高い魅力的な商品を創り
続けています。“トリプル10”という開発コ

ンセプトは大きく変わりましたが、開発思
想は今も変わっていません。

世界に誇れるブランドへ
　 G - S H O C K は 、年 間 約 8 5 0 万 本

（2016年度）出荷し、8割以上が海外で
販売されています。そのため、意匠・商標
は極めて重要な産業財産権として、権
利の獲得と保持、拡大に努めています。
G-SHOCKブランドは多くの国で商標登
録がされていますが、腕時計という性質上、
模倣品被害も多く発生しています。この
場合には断固とした対策を講じています。
G-SHOCKの持つアイデンティティやブラ
ンドストーリーに共感しているお客様が存
在し、その期待を裏切る行為は避けなけれ
ばならないからです。

DNA
　わが社は昨年創立60周年を迎えました。
前身である樫尾製作所も入れると72年目。
四兄弟が始めた会社は世界の人々に新し
い価値をJAPANブランドとして提供し続
けて来ました。常識には囚われない、新し
い切り口や発想により価値を創出する。新
しい働きを持った製品は、人々の生活を助
け、社会を進歩させます。わが社は製品や
サービスの提供を通じて、様々な側面から
社会に貢献したいと考えています。

　わが社がJIPA会員となったのは1982年。以降、36年の長きに渡りJIPA活動に参加して参りまし
た。アジア戦略プロジェクトは、模倣品対策から法制度見直しといった様々な活動を通じて特許庁等
との意見交換を行い、当局との関係強化を図っています。
　わが社は、電卓や時計など人々の生活にとって身近な製品の開発、販売をしていますが、海外の売上
比率も約7割あり、それに伴い知財活動を積極的に進めています。取扱う市場には模倣品が多く存在し、
主にアジアでの模倣品対策は喫緊の重要経営課題として位置づけています。
　JIPA会員として、アジア戦略プロジェクト等の活動に賛同・支持し、これからも本活動を支援し、更
なる成果が成されることを心より期待しています。
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わが社のこだわり

“創造”、“挑戦”、そして“進化”

樫尾 隆司 Takashi Kashio
カシオ計算機株式会社 上席執行役員 法務・知的財産統轄部長

［ カシオ計算機株式会社 ］

G-SHOCKの中空構造
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　2018年2月21日（水）、東京国際フォーラムにて、第17回 
JIPA知財シンポジウム「近未来の知財～Connected 
Industries～」を開催します。午前の部では、ガリWIPO事務 
局長、住田内閣府知的財産戦略推進事務局長、JIPAの御供
副会長（ソニー㈱）による知財トップ
対談を予定しています。また午後の
部では、企業経営者による「IoTで
つながるビジネス～共創戦略と近
未来への展望～」、そして知財部門
トップによる「加速するConnected 
Industriesと知財活動の変革」と、
二つのパネルディスカッションを企画
しています。奮ってご参加ください。

シンポジウムの告知

　知財活性化プロジェクトは、2016
年度にスタートし、第1回のイベントを
2016年6月に経営者を対象にしたシン
ポジウムとして経団連、WIPOとの共催
で多くの工業会、経済団体の後援を得て
行いました。WIPOガリ事務局長、国会
議員、JIPA会長、副会長による講演の後、

「経営者は知財を得意分野にする」とい
うシンポジウム宣言を発信しました。こ
のメッセージはインパクトがあり、その
後各方面で多く引用されました。
　第2回のイベントは2017年10月の

「ビジネス知財シンポジウム～中小・ベ
ンチャーから学ぶ知財活用のススメ～」
です。これは会員企業向けでしたが、中
小企業の知財戦略やベンチャー企業の
活動内容を紹介することにより、会員企
業は多くのヒントが得られるのではな
いかというものでした。JIPA御供副会
長はソニーがまだ小さかった頃の話を
中心に講演され、入社早々の頃の初々し
い御供さんの写真もスライドで一瞬で
したが見せていただきました。それか
ら中小企業の味方として著名な鮫島弁

護士の講演、パネルディスカッションを
中小企業代表としてネジザウルス（㈱エ
ンジニア）の髙崎社長、ベンチャー企業
代表としてナノキャリア㈱の髙橋さん、
JIPAの大水常務理事、私が入って行い
ました。髙崎さんからは中小企業は経営
者自らが率先して知財活動を行うこと
が全社でうまく知財を使いこなす道で
ある、というお話、髙橋さんからはベン
チャー企業は資金調達のために知財を
うまく使うことは効果が大きいという
お話があり、知財部門の中にいる我々に
はとても新鮮な情報でした。
　パネルディスカッションのモデレー
ターはPJリーダーである私が担当する
ことになり、会場に笑いをもたらしたい

と思いながら進めましたが、ステージか
ら会場を見ますと、皆さん、パネルディ
スカッションから得られる情報が多
かったようで、笑うよりもメモをとる方
が忙しいというご様子でした。でもそれ
はそれで満足できる内容だったと自負
しています。
　知財活性化PJは、また次のイベント
に向けて検討を開始することにしてい
ます。第1回の経営者向けへのメッセー
ジ、第2回の中小・ベンチャーからのメッ
セージに続き、第３回はどのように魅力
ある情報を提供するか、ご期待いただけ
ればと思います。第３回でどのように笑
いをとるか、についてもひそかに検討し
たいと思っています。

表紙の写真は…
「Shine of  the bay」

事務局  政策グループ  永野 大介

　表紙の写真は、新年に撮影した英虞湾を照らす日の出です。
金色に輝く海に浮かぶ養殖いかだの下には、世界の女性を魅了
する真珠たちが静かにその時を待っています。その養殖方法の
研究をこの英虞湾で開始し、1896年に養殖真珠法の発明（特
許第2670号）を確立した御木本幸吉氏は、特許庁が選定した
日本の十大発明家にも名を連ねています。さて日本が世界に誇
る真珠、その国際取引における単位はカラットでもキログラム
でもなく、“momme （匁）” です。先人たちの努力の結晶が、後
に世界を席巻しているようで痛快だと思いませんか。

本誌では、表紙写真を募集しています。テーマは季節感があり、できれば技術、
特許、知財、デザインに関連があるもの。写真と説明文を会誌広報グループ
kikansi@jipa.or.jp宛てにお送りください。また、「わが社のこだわり」のほか、
ぜひ取り上げて欲しいというテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。
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